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【目的】
担癌症例などに汎用される補中益気湯（TJ41）について、処方に当
たり知っておくべき知識の理解度につき考察する。
【方法】
東洋医学的知識と西洋医学的な知見に関して一覧を作成し、TJ41
を処方する日本緩和医療学会医師96名にその認知度につき確認
した。検討項目は、和漢的側面として、1）参耆剤、2）四君子湯ユ
ニットを含む、3）柴胡・升麻による升提作用、4）升陽挙陥・甘温除
熱、5）適応病態（病期）の理解、6)他の漢方との併用処方、7）六君
子湯との関連、8）小柴胡湯との関連。西洋医学的側面では、9）作
用機序（体液性免疫、NK活性、マクロファージ、サイトカインへの
影響、精巣・精子への影響等）、10）論文報告でのTJ41投与が有効
な疾患や病態、11）有害事象とその対策等、である。
【結果】
上記の項目で、2）,3）,4）,5）,6）,7）,8）に関しての理解は不良であり
（6/96）、1）,9）,10）,11）に関してはある程度理解できていた
（89/96）。
【考察】
今回の検討にでは、漢方の理解が西洋医学的側面に偏っており、
和漢的側面からの理解が不十分である傾向が認められた。好まし
い緩和ケアを実践するためには、1）西洋医学と和漢診療学の両者
に十分精通すること、2）方剤を適切に処方し、その効果を判定し、
方剤変更を適正に行うこと、などが肝要である。日本東洋医学会
専門医でなくとも、漢方の最低限の知識は必要であり、漢方の和
漢的側面に関する更なる理解が肝要であると思われた。

【対象と方法】
難治性膀胱出血のある10例（58－88歳：平均76.8歳、男性5例：女
性5例　膀胱癌1例、カテーテル関連尿路感染による肉眼的血尿3
例、慢性膀胱炎による肉眼的血尿2例、膀胱癌術後肉眼的血尿1
例、BCG膀胱注入後の肉眼的血尿1例、直腸癌・膀胱浸潤1例、抗
癌剤による出血性膀胱炎1例、計10例）に対してツムラ芎帰膠艾湯
9g分3食前を単独投与した。なお、効果のあった症例は継続投与と
した。
【結果】
悪性腫瘍併存症例を除く、7例で肉眼的血尿の消失を認めた。な
お、4例に抗菌剤、4例に止血剤が芎帰膠艾湯投与前に投与されて
いたが、投与後はいずれも併用されておらず、全例が現在も投与継
続中である。バルーン留置中の4例では何れも有効又は著効で
あった。抗凝固剤投与中の2例においても著効であった。
【考察】
ツムラ芎帰膠艾湯は痔出血を適応とする漢方方剤であるが、過多
月経、大腸憩室出血等に用いられた報告があるが、検索した限り
では泌尿器科領域の出血については佐井の腎出血、香村の血精
液症・尿道出血に対する報告のみであった。芎帰膠艾湯は代表的
な補血剤である四物湯に阿膠、艾葉及び甘草を加えた方剤であ
り、阿膠と艾葉には止血効果があり、膀胱出血にも有用である可
能性があると思われた。泌尿器科領域における芎帰膠艾湯の報告
は検索した限りでは、佐井雄一　「漢方治療が奏功した腎出血の2
例」香村衡一　「芎帰膠艾湯が有効であった血精液症が原因と考
えられる尿道出血を伴う痔出血の1例」のみであった。芎帰膠艾湯
の構成生薬は地黄、芍薬、当帰、甘草、川芎、艾葉、阿膠であり、構
成生薬の1つである阿膠はロバの皮を煮詰めたゼラチンを用いた
生薬で、止血効果の一部はゼラチン（コラーゲン）の止血作用に関
連すると言われている。また、コラーゲンは血小板凝集や凝固系
の最初の刺激物である。ただし、経口投与された阿膠の止血作用
にこの機序がどの程度関与しているのかは明らかにされていない。
【結語】
今回、少数例ではあるが、難治性膀胱出血にツムラ芎帰膠艾湯を
投与し、良好な結果を得られたので報告する。


